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其の

15

渥
美
半
島
の
野
鳥

▪
渡
り
鳥
の
中
継
地

　

西
南
西
に
延
び
る
特

徴
の
あ
る
形
の
渥
美
半
島
。

秋
に
西
に
向
か
う
渡
り
鳥
が
集
中

し
、
多
く
の
群
れ
が
通
過
し
ま
す
。
半
島

内
に
大
き
な
干
潟
を
有
し
、
な
だ
ら
か
な

低
い
山
の
散
在
す
る
渥
美
半
島
は
、
長
距

離
を
移
動
す
る
渡
り
鳥
に
と
って
貴
重
な
中

継
地
と
な
って
い
ま
す
。

▪
伊
良
湖
岬

　

伊
良
湖
岬
は
、
西
行
の
和
歌
（
山
家

集
）
や
芭
蕉
の
俳
句
（
笈お
い
の
小こ
ぶ
み文
）
に
み

ら
れ
る
よ
う
、
古
く
か
ら
タ
カ
の
渡
り
の
名

所
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
タ

カ
の
渡
り
に
関
し
て
は
、
昭
和
47
年
10
月

に
こ
の
地
を
訪
れ
た
バ
ー
ド
ウ
ォッ
チ
ャ
ー
に

よ
って
再
び
注
目
さ
れ
、タ
カ
の
渡
り
の
メ
ッ

カ
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

伊
良
湖
岬
で
観
察
さ
れ
た
渡
り
鳥
は

２
０
０
種
を
超
え
、
年
間
数
十
万
羽
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
夜
間
通
過

し
て
行
く
も
の
も
多
く
、
そ

の
数
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
中
で
、
タ
カ・

ハ
ヤ
ブ
サ
の
仲
間
は

サ
シ
バ
を
主
体
に
ノ
ス

リ
、
ハ
チ
ク
マ
、
ツ
ミ
、

ハ
イ
タ
カ
、
チ
ゴ
ハ
ヤ

ブ
サ
、
オ
オ
タ
カ
な
ど
、

18
種
類
、
５
０
０
０
羽
か
ら

１
万
羽
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
シ
バ
は
、
９
月
初
旬
か
ら
秋
の
渡
り

を
開
始
し
、
10
月
中
旬
に
終
了
し
ま
す
。

地
形
や
風
を
利
用
し
て
、
越
冬
地
の
南
西

諸
島
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
南
下
し
ま
す
。

昭
和
50
年
代
に
は
シ
ー
ズ
ン
に
２
万
羽
前

後
、
１
日
に
数
千
羽
を
記
録
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
以
降
は
、
シ
ー

ズ
ン
に
数
千
羽
と
、
か
つ
て
の
５
分
の
１
程

度
ま
で
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
サ
シ
バ
は
、
人
里
近
く
の
低
い
山
を
繁

殖
地
と
す
る
た
め
、
開
発
に
よ
る
影
響
を

受
け
や
す
く
、
さ
ら
に
乾
田
化
に
よ
る
餌

不
足
も
減
少
の
要
因
の
一
つ
で
す
。

　
タ
カ
以
外
の
渡
り
鳥
も
渥
美
半
島
に
沿
っ

て
春
、
秋
と
通
過
し
、
ヒ
ヨ
ド
リ
の
よ
う
に

百
か
ら
数
千
羽
の
群
れ
と
な
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
ツ
バ
メ
の
仲
間
、
セ
キ
レ
イ
、
カ
ワ

ラ
ヒ
ワ
、
メ
ジ
ロ
な
ど
の
小
鳥
の
群
れ
が
８

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
渡
って
行
く
様
子
が

観
察
で
き
ま
す
。

▪
汐
川
干
潟
・
福
江
干
潟

　

渥
美
半
島
の
三
河
湾
側
に
は
、
日
本
で

も
最
大
級
の
干
潟
で
あ
る
汐
川
干
潟

（
約
２
８
０
ha
）
と
福
江
干
潟
（
約

８
７
０
ha
）
が
あ
り
ま
す
。
汐
川
干

潟
は
か
つ
て
２
０
０
０
ha
以
上
も
あ

る
広
大
な
干
潟
で
し
た
が
、
昭
和
40

年
代
か
ら
始
ま
っ
た
東
三
河
臨
海
工

業
用
地
の
造
成
の
た
め
に
そ
の
大
部

分
が
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
環
境

保
護
団
体
の
埋
め
立
て
反
対
運
動
な

ど
に
よ
り
途
中
で
工
事
計
画
が
中
止

さ
れ
、
現
在
の
干
潟
部
分
が
保
全
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
13

年
に
は
環
境
省
に
よ
り
汐
川
干
潟
を

含
む
三
河
湾
が
「
重
要
湿
地
」
に

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
干
潟
に
は
、
ゴ
カ
イ
類
、
ウ
ミ

ニ
ナ
な
ど
の
貝
類
、
チ
ゴ
ガ
ニ
な
ど
の
甲
殻

類
を
は
じ
め
、
多
種
多
数
の
底
生
生
物
が

生
息
し
て
い
ま
す
。
周
辺
に
繁
茂
す
る
ヨ
シ

や
塩
生
植
物
と
共
に
水
質
の
浄
化
の
一
端

を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
餌
場
と
し
て
、

こ
こ
を
訪
れ
る
シ
ギ
・
チ
ド
リ
や
カ
モ
な
ど

数
多
く
の
渡
り
鳥
を
支
え
て
い
ま
す
。
汐

川
・
福
江
の
干
潟
で
観
察
さ
れ
た
野
鳥
は

２
５
０
種
ほ
ど
で
、
時
に
は
海
外
で
標
識
さ

れ
た
鳥
が
、
エ
サ
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
と
こ

ろ
も
観
察
さ
れ
ま
す
。

（
執
筆
委
員
・
渡
邊
幸
久
） ●オーストラリアで標識を付けられたキアシシギ（伊川津、花井岳晴氏撮影）

 ●サシバ（伊良湖岬）
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